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特定の品種間交雑の Fl植物が生育の途中で黄化あるいはえそを生じて枯死することは
種々の植物で知られている.とくに小麦についてはこの種の雑種致死に関する詳細な遺伝
研究と補足致死遺伝子の地理的分布の広汎な調査が行なわれ，その結果は小麦の起源や品
種の系統的関係の推測上有用な知見を与えている (Hermsen，J. G. Th. 1963，西川 1964，
Tsunewaki et al. 1967 abcd). 
大麦においてもこのような優性補足遺伝子に基因する品種間雑種の致死例が Wiebe
(1934)によって報告されている. しかしこれはただ1対の品種組合せの例であり， その
後はまったくこの種の報告をみない.
著者らは大麦における小穂非脱落性に関与する遺伝子 bt，bt2の地理的分布調査のため，
特定の検定用品種を世界各地産の多数の品種と交雑し， それらのR植物を栽植した(高
橋 1955，1963その他).この実験において検定用として用いた 1品種夏大根麦とエチオピ
ア産の数系統との Fl雑種が発芽後間もなく枯死してしまうことを知った. それで，これ
らの雑種の致死に関する遺伝機構と関与遺伝子の地理的分布について若干の研究を行な
った.ここにその結果の大要を報告する.
この研究について米国農務省の Dr.G. A. Wiebeはとくに興味と関心を寄せられ，貴重な材料を提
供し， また未発表のデーターを示された. ここに同氏のご協力に対し深甚の謝意を表する. またエチ
オピアの採集材料を与えられた国立遺伝学研究所阪本寧男博士のご好意に感謝する.
第 1表 遺伝実験に主として用いた材料の名称，産地，変種名
系品統種番名号 C.I.番号 産 地 変 種 名
E.36 2225 Ethiopia deficiens 
E.290 5829 1 hybernum 
E.438 9630 1 ，Addis Ababa deficiens 
E.444 9636 1 ，Bishoftu・Debrezeit parallelum 
E.454 9646 1 曹 irregulare 
E.455 9647 1 1 nigrizeocrithideficiens 
E.474 9666 。， Jimma hybernum 
E.484 9676 1 1 hybernum 
E.489 9681 " 1 parallelum 
夏大恨麦 北朝鮮 hybernum 
早木曾2号 日 本 transiens 
-197 -
材料および方法
この遺伝実験には第1表に示した11の品種あるいは系統が主として用いられた. ここ
にかかげてあるエチオピアの9系統はどれも北朝鮮産の夏大根麦と交雑した場合， F1雑
種が幼苗致死現象を示すものである.これらの致死性幼苗の生育特性については改めて報
告の予定であるが， 幼苗の発育可能限界の違いによってそれらを E.36型とE.444型の
二つに区別することができ
る. E.36型は第1図中央
に示したように，幼根は
1~3cm 位伸長する程度で
木化褐変しまた幼芽は一
般に第1葉が展開して第2
葉が半ば伸長する程度で生
長が止まり，黄化して枯死
するものである.エチオピ
ア産の， E.444を除く，他
の8系統は夏大根麦との交
雑によってこの型の F1i雑
種を生じる.一方， E.444 
型では幼根が lrnm内外
の小突起程度以上には伸び
ず，幼芽も粒の長さ程度で
止まり，ふつう外穎に蔽わ
れてほとんど外には現われ
ないもので， E.36型とは
明確に区別できる.なお，
早木曾2号はエチオピアの
諸系統や夏大根麦と交雑し
て正常なF1植物を与える.
幼苗致死性の遺伝様式の
調査については，民植物
の種子を得ることができな
いので，エチオピアの系統
(あるいは夏大根麦〉と早
木曾2号とを交雑しそれ
らのR個体に夏大根麦(あるいはエチオピア系統〉を交雑して， 三系雑種における分離
第 1図 正常および2種の致死性F，雑種の幼商
左親品種E.36;中央E.36型致死苗 (E.36x夏大線変〉
右 E.必4型致死箇 (E.444x夏大綬麦)
をしらべる方法をとった.育酋は畑土あるいは川砂床に播種して恒温器あるいはガラス室
内で行ない， 2~3 週間以上成長させて後調査を行なった.
つぎに，世界各地の栽培品種について致死遺伝子の有無とその種類を調査するため，上
???
述の E.36 (C. I. 2225)および夏大根麦(あるいは Manchuria)を検定用品種として，
それぞれの品種にこれら両品種をかけ， F，植物を温室内で各組合せについて5....10個体ず
つ栽植した.この場合，予備的研究の結果からエチオピアおよび満州，北朝鮮に特有の致
死遺伝子が集積していることが推測されたので，とくにこれらの地域の品種調査を重点的
に行なった.なお，小穂脱落性検定の目的で夏大根麦と世界各地域の品種との聞に約
17∞の交雑を行ない，この品種の持つ遺伝子と補足的に働く致死遺伝子の有無については
すでにかなりの知見を得ているので，本実験では交雑は主として一方の検定親 E.36との
聞に行なった.
実 験 結果
1.維種の幼苗致死の遺伝
正常に発育することができる二つの品種あるいは系統の聞に造った民雑種が， その交
維の方向如何にかかわらず，幼時に枯死する遺伝的な原因として，両親の遺伝子型中に別
々に含まれていた優生致死遺伝子の補足作用によるものと考えることは困難ではない.し
かし関与する遺伝子数など遺伝様式の詳細な知見をうるためには雑種後代調査を行なう必
要がある.ここに取扱った大麦雑種の場合は，小麦 (Tsunewaki1960. Nishikawa 1967) 
第 2表 8種のエチオピア産系統と夏大根麦と早木曾2号との三系雑種に
おける正常および致死性幼酋の分離
A: F， (早木曾2号xE系統)x夏大根麦
B: F， (早木曾2号x夏大根麦)xE系統
交 雑 正常 致死 言十 .t' P 
A 53 50 103 0.086 >.75 
E.36 B 49 60 109 1. 110 >.25 
A+B 102 110 212 0.302 >.50 
A 51 57 108 0.333 >.50 
E.290 B 60 46 106 1. 849 >. 10 
A+B 111 1回 214 0.299 >.50 
A 47 48 95 0.010 >.90 
E.444 B 63 59 122 0.131 >.50 
A+B 110 107 217 0.041 >.75 
A 74 62 136 1.058 >.25 
E.454 B 42 38 80 0.200 >.50 
A+B 116 1∞ 216 1. 185 >.25 
A 33 35 68 O.∞6 >.90 
E; 474 B 51 49 1∞ 0.040 >.75 
A+B 84 84 168 O.∞o 1.00 
A 28 31 59 0.153 >.50 
E.484 B 65 56 121 0.669 >.25 
A+B 93 87 180 0.200 >.50 
E.455 A 22 25 47 0.191 >.50 
E.489 A 26 21 47 0.532 >.25 
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や稲(雨宮・明峯1963)の場合などと違って. F1が早期に枯死してどうしてもその種子
をつけさせることができない.それゆえ，問題の補足致死遺伝子を持たないことの明らか
な品種，早木曾2号を一旦 (A)エチオピア系統あるいはくB)夏大根麦と交雑し，それ
らの F1雑種に (A)の場合は夏大根麦を， また (B)の場合はエチオピアの諸系統をそ
れぞれ交雑し， これらの三系雑種における正常および幼苗致死個体の分離調査を行なっ
た.その結果は第2表に示すとおりである.
第2表によると. 8種類のエチオピア系統を用いたどの三系交維においても，また交維
の方向 (Aあるし、はB)如何にかかわらず， 正常型と致死型個体とがつねに1: 1の比に
生じることが認められる. なお.E.444を用いた受維では前述した E.444型の致死個体
のみを，またその他のエチオピア系統を用いた場合にはし、ずれも E.36型の致死個体を生
ずることが認められた.したがって，これらの交雑に用いられたエチオピア産の諸系統と
夏大根麦とは，それぞれたがいに補足的に働いて雑種幼植物を致死へと導く優性遺伝子を
一つずつ持つものと結論することができるであろう.
つぎに.E.36型と E.444型の幼苗致死へと導〈補足遺伝子聞の相互関係をみるため，
E. 36， E. 290， E. 454， E. 474およびE.484のエチオピア産5系統と E.444とを交雑し
て得た5種類の F1雑種に夏大根麦を交配し，これらの三系雑種において分離してくる幼
苗の型を調査した. さきの実験結果から明らかなように，夏大根麦は E.36およびE.444 
のもつどちらの致死遺伝子に対しても補足的に働く優性遺伝子を持つものと考えられる.
いまもし E.36とE.444の持つ致死遺伝子がそれぞれ別の遺伝子座にあるものとすれば，
組かえの結果，これらの三系雑種では E.36型，E.444型致死個体のほかに正常型の幼苗
を分離することが予期されるであろう.実験の結果は第3表に示すとおりであって， E.36 
第 3表 E.36型と E.444型の三系交雑における分離
交 雑 組 ぷ同弘 せ 観 察 数 計 .1:' p 
E.36型 E.444型 1: 1 
F， (E.36 x E.444) x夏大綬麦 57 52 109 0.229 >0.5 
F， (E. 290 x E. 444) x夏大綬麦 47 44 91 0.099 >0.75 
F， lE.444 x E. 454) x夏大綬麦 53 40 93 1. 817 >0. 1 
F， (E.444 x E.474) x夏大綬麦 50 54 104 0.154 >0.5 
F， (E.484 x E.444) x夏大根麦 46 47 93 0.011 >0.9 
型と E.444型の致死性幼苗をいずれの受雑においても 1: 1の比に生じ，正常型個体はま
ったく生じなかった.したがって， E.444はE.36などの諸系統のもつ補足致死遺伝子と
同じ座にある複対立遺伝子を持つものと考えられる.なお， E.444以外のエチオピアの8
系統は夏大根麦と交雑して生じる F1雑種の生育状況がほとんど違いがない点からみて，
おそらく同じ致死遺伝子を持つものと考えてよいであろう. それで，E.36などの諸系統
にふくまれる優性補足致死遺伝子を LSE(Ethiopian lethal seedling)， E.444のを LSE2
とし，これらと補足的にはたらき幼苗致死をもたらす夏大根麦の遺伝子を LSM(Manchu-
rian lethal seedling)と名づけることとする.
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2.幼苗致死繍足遺伝子の地理的分布
幼商致死をもたらす2種類の補足遺伝子 LSEとLSM の地理的分布を知り，その生物学
的意義について考察することは別の興味がある. これら両遺伝子の有無と種類を調べるた
めには，2種類の検定品種，夏大恨麦または Manchuria(LsE の検出用)と E.36= C. 
1.2225 (LsM の検出用)を用いた.調査結果は要約して第4表に示されている.
第 4表 2種の幼商致死補足遺伝子 LSE とLSM の地理的分布
括孤内数字は G.A.Wiebeが調査して著者に提示されたもの
E. 36 (C. 1. 2225)との雑種夏大根麦または Manchuriaとの雑種
域地
常
国
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第4表によると， 夏大根麦との交雑で致死性 F1雑種を生じ，LSE遺伝子を持つと考え
られる品種なエチオピアだけに限られ，その他の地域ではまったく見出されなかった. こ
れら12系統のうち9系統は米国農務省より受領したもので， Dr. Wiebeからの私信による
と，そのうち4は AddisAbabaおよびその南方の Bishoftu(現在の Debrezeit)産，
また3は AddisAbaba西南333kmの Jimma附近より得たものである.なお，最近国
立遺伝学研究所の臨本氏が同国で採集した材料中から同じ遺伝子型3系統を見出したが，
これらは Debrezeitおよび Jimmaに近いところから得たものであった. したがって，
エチオピア圏内でもごく限られたところにだけ存在するもののようである. これらのエチ
オピアの諸系統は六僚の疎穂あるいは中穂のものや deficiens，irregulareなど種々の穂
型のものを含み，蒋色についても黒色や黄色などのものがあった.ただし，小穂脱落型は
すべてW型であって，小穂軸(底刺〉の毛が，一般にこの園のものは短毛型であるのに，
これらは一つの例外を除き長毛型である点だけが共通した特性で可あった.
E.36との交雑で致死性F1を生じ，LSM遺伝子を持つと見なされる品種の地理的分布
は LSE のそれよりも広く，その頻度も高い. この遺伝子のもっとも高頒度にみられるの
12 数種ロロ
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は満州で-あって， 調査した同地域の材料のうち2/3はこの遺伝子型であった. しかもそ
れは旧浜江，間島両省などの東北地核に集中し，南満州から得た材料にはこの遺伝子はふ
くまれていない. Dr. Wiebeが示された結果もこれとまったく同じである.
カナダや米国の一部で Manchurian系統として広く栽培された O.A. C. 21やその血
をひく諸品種がこの遺伝子を持っかどうかについてしらべてみた.その結果， O.A.C. 21， 
ManchuriaおよびOderbruckerなど従来か巳同じ系統とみなされていたものはやは
りLSM 遺伝子を持つことがわかった. このほか遺伝子分析用として用いている Orange
lemmaも同様であった.しかし O.A. C. 21を片方の交雑親として育成された滑芭品種，
Barboff， Galoreなどの数品種はどれもこの遺伝子をもっていなかった. また日本の岩
手県でつくられている岩手メシシュアリー 2号はその名称から米国あるいはカナダより輸
入された閉じ満州系のものと思われていたが， この遺伝子は含んで%、ないことがわかっ
た.
満州についで LSM遺伝子を持つ品種の多いのは朝鮮である. 栽培地の明らかな品種だ
けについてその分布状況をしらべてみると，京畿道と江原道をふくむ北朝鮮に集中してお
り，南半部にはこの遺伝子を持っている品種はごくまれである.満州および北朝鮮に分布
する LSM遺伝子をもっ品種は， これらの地域がもともと西域型大麦の地減だけあって，
小穂脱落性についてはW型 CbtbtBtz Btz)で，高度春播性のものが多い.穂型は六僚の疎
穂あるいは密穂のいずれかであった.そして，東亜型大麦の特徴である側列無芭や裸性の
品種にはこの遺伝子を持つものは見られなかった.
満州や朝鮮に近い華北やロシヤあるいは日本にはしかしこの致死遺伝子をふくむ品種は
まったく見当らなかうた.また印度， トルコ，エチオピアの品種でも同僚であった. しか
し満州から地理的に隔たったネパール， ラトピア，オーストリヤ， ドイツ C?)， フラン
ス， イタリー，北アフリカなどの品種の中それぞれ 1...2のものだけがこの LSM遺伝子
をふくむことが見出された.これらは小穂脱落性についてw型もE型も同じ位ずつあり，
穂型も六条や二条などまちまちであって，地理的にも系統的にもたがL、に関連があるよう
には考えられないものばかりであった.
考 寮
Wiebe (1934)はエチオピア産大変の deficiens型の1系統と Manchuriaとの F，雑
種が優性の致死遺伝子の補足作用によって発芽後間もなく黄化枯死することを報告した.
著者らも，別の目的で多数の FI雑種を栽培した際に， ここに報告したような大麦裁培品
種聞の特定の雑種に幼酋致死現象が起ることを見出したが，その材料の中には Wiebeの
使用したのと同じものがふくまれていることがわかった.結局，われわれと Wiebeとは
同じ補足致死遺伝子を取扱っていたことになる.
この調査で，その補足致死遺伝子の1つLSMが満州の東北部の各地から集めた品種の大
部分に保有されることが明らかとなったが，Wiebeが著者らに示された結果(第4表〉で
も同様のことが認められている. HaI恒n，Martini and Pope (1925)によると， Man-
churia大麦は少なくとも二つの経路をへて米国へ入っているが，その一つ， C.I 241は
1859年満州の黒龍江地方への旅行者がドイツへ持ち帰り， それが1861年にドイツから輸
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入されたものであるという.他は C.I. 244であって， 1881年にロシヤからカナダのオγ
タリオ農科大学 (0.A. C)へ輸入されている.そして以前にはその系統は北米大陸の春矯
地帯で広く栽培された. われわれが1940年ごろ集めた満州の在来大麦も. カナダや米国
のManchuria諸系統もほとんどすべてがこの致死遺伝子を含んでいることは米国， カナ
ダなどの古い記録の正しいことの一端を示し，同時に，この変異が今から100年以上も昔
からかなり広く北満に発生・分布していたことを示している.
次にこの調査で北朝鮮にもこの致死遺伝子をもっ品種頻度のかなり高いことがわかっ
た.この地域は満州の浜江，間島両省(現在の黒龍江省と吉林省の1部〉に隣接している
関係で，以前から交流が盛んであり，移民も多かった点からみて，おそらく満州から北朝
鮮へこれらの系統が輸入されたものと推測される.それは在来のものより春播性程度も
高く，北朝鮮の春播地帯によりよく適応した為であろう.満州の大麦と北朝鮮の多くの品
種はさきにも述べた如く，西域型大麦の諸特性を共有し，一方，朝鮮中南部の品種とは形
態的にも，遺伝的にもかなり違っている.
LSM致死遺伝子は，しかし，満州や北朝鮮とも，また，それら相互の聞でも，地理的に
隔たったネパール山地，ラトピヤ， ドイツ，オーストリヤ，フランス，イタリー，北アフ
リカなどの，ごく少数の品種にふくまれていることがわかった.これらの品種の系統的関
係はよくわからないが，とうてい近い類縁関係にあるものとは思われず，したがって，そ
れらの致死遺伝子は独立的に起った反復突然変異によるものと考えるほかないであろう.
補足致死遺伝子の一つ LSMは，低頻度ながら，欧亜大陸内にかなり広く分布し，他の
LSE遺伝子はエチオピア内に限られて分布しているが，その原因はよくわからない.人聞
の栽培下にある自殖性の大麦では，他殖性の自然の生物の場合と異なり，これらの致死遺
伝子が集団の隔離といった問題と関係をもっとは考えられない.なお，これらの両遺伝子
は栽培品種中にごく低頻度にしか含まれていないし，とくにエチオピアと満州といった離
れた地域に分布するものであるから，いまのところ交雑育種の際に問題となるようなこと
はないであろう.
摘 要
大麦の特定品種間交雑の F.植物が発芽後間もなく，ふつう 1---2葉期を限度として貰
化枯死することを見出した.それでこの幼菌致死の遺伝様式をしらベ，さらに， 2種の検
定用品種と世界各地産の栽培品種との聞に総計約28∞の交雑を行なって，補足致死遺伝
子の地理的分布を調査した.得られた結果の大要は次の如くである.
1) 大麦雑種の幼酋致死は両親にふくまれる 2種の優性遺伝子 LSE と LSMとの補足作
用に基因する.なお，LSE遺伝子座には複対立遺伝子 LSE2があり，それは，LSMとの共
存において，幼芽・幼根の伸長をほぼ完全に阻止する作用を有する.
2) LSEはエチオピアの若干の系統にのみふくまれる.LsJをふくむことのわかった
系統は E.444 (C. I. 9636)だけである.
3) LSEと補足関係にある致死遺伝子 LSMは満州， とくにその東北部から得た品種の
大部分と北朝鮮産の半数くらいの品種に共通して保有されているが，南満や南鮮にはごく
まれであり，日本，中国本土，印度， トルコ，エチオピアなどの調査品種中にはまったく
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見出きれなかった. しかしネパール，欧州の数カ国，北アフリカなどの品種中に，ごく少
数ずつ，この遺伝子 LSMをふくむものがあった.
4) この遺伝子分布は満州の大変が北鮮へと導入されたことを示すーっの証拠となるで
あろう.
5) 両補足致死遺伝子は地理的に隔たった品種に，ごく低頻度で含まれているに過ぎな
し、から，現在のところ交雑育種上障害となるようなことはないであろう.
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